
HSRP の実装

ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）は、ファーストホップ IPルータで透過的にフェー
ルオーバーが発生する事態を考慮するように設計された IPルーティング冗長プロトコルです。
ネットワーク上のホストからの IPトラフィックをルーティングするときに単一ルータの可用性
に依存しないため、HSRPでは、高度なネットワーク可用性が提供されます。ルータのグループ
でHSRPを使用して、アクティブルータとスタンバイルータを選択します（アクティブルータ
とは、パケット転送用に選択されているルータのことです。スタンバイルータとは、アクティ

ブルータで障害が発生したときや、プリセット条件が満たされたときに、ルーティング処理を

引き継ぐルータのことです）。

HSRP の実装の機能履歴

この機能が導入されました。リリース 3.7.2

次の機能に対するサポートが追加されました。

• HSRP用の BFD。

• HSRP用のホットリスタート。

リリース 3.9.0

HSRP用のマルチグループオプティマイゼー
ション（MGO）機能が追加されました。

リリース 4.2.0

• HSRPの実装の前提条件 , 2 ページ

• HSRPの実装の制約事項 , 2 ページ

• HSRPの実装に関する情報, 2 ページ

• HSRPの実装方法, 6 ページ

• HSRP用 BFD , 34 ページ

• HSRPのホットリスタート, 40 ページ

• ソフトウェアでの HSRPの実装の設定例, 40 ページ
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• その他の参考資料, 41 ページ

HSRP の実装の前提条件
•適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している
必要があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれ
ます。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA
管理者に連絡してください。

HSRP の実装の制約事項
HSRPは、イーサネットインターフェイス、イーサネットサブインターフェイス、およびイーサ
ネットリンクバンドルでサポートされています。

HSRP の実装に関する情報
Cisco IOS XRソフトウェアのソフトウェアに HSRPを実装するには、次の概念を理解する必要が
あります。

HSRP の概要
HSRPは、ルータディスカバリプロトコル（Internet ControlMessage Protocol [ICMP]RouterDiscovery
Protocol [IRDP]など）をサポートしないホスト、および選択したルータがリロードしたときやルー
タの電源が失われたときに新しいルータに切り替えることができないホストに便利です。また、

既存の TCPセッションはフェールオーバーが発生しても存続するため、このプロトコルでは IP
トラフィックをルーティングするためにネクストホップを動的に選択するホストの回復をさらに

透過的に実行できます。

HSRPをネットワークセグメントに設定すると、HSRPが動作するルータのグループで仮想MAC
アドレスと IPアドレスを共有できるようになります。この HSRPルータグループのアドレスが
仮想 IPアドレスと呼ばれます。このようなデバイスの 1つが、アクティブルータとしてプロト
コルによって選択されます。アクティブルータは、グループのMACアドレス宛のパケットを受
信してルーティングします。 n台のルータで HSRPが稼動している場合、n + 1個の IPアドレス
およびMACアドレスが割り当てられます。

HSRPが指定アクティブルータの障害を検出すると、選択されているスタンバイルータが HSRP
グループのMACアドレスと IPアドレスの制御を引き継ぎます。この時点で新しいスタンバイ
ルータも選択されます。

HSRPを実行しているルータは、ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ベースのマルチキャス
トhelloパケットを送受信して、ルータの障害を検出したり、アクティブルータとスタンバイルー
タを指定したりします。
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HSRP グループ
HSRPグループは、HSRPを実行し、かつ互いにホットスタンバイサービスを提供するように設
定されている複数のルータで構成されています。 HSRPは、プライオリティスキームを使用し
て、HSRPによって設定されたどのルータをデフォルトのアクティブルータにするかを決定しま
す。ルータをアクティブルータとして設定するには、他のすべてのHSRP設定済みルータのプラ
イオリティよりも高いプライオリティをそのルータに割り当てます。デフォルトのプライオリ

ティは 100です。したがって、100よりも高いプライオリティを持つルータを 1つだけ設定した
場合、そのルータがデフォルトのアクティブルータになります。

HSRPは、HSRPグループ間でプライオリティをアドバタイズするマルチキャストメッセージを
交換することによって機能します。アクティブルータが設定された時間内に helloメッセージを
送信できなかった場合は、最高のプライオリティのスタンバイルータがアクティブルータになり

ます。このようにパケット転送機能が別のルータに移行しても、ネットワークのいずれのホスト

にもまったく影響はありません。

図 1：HSRPグループとして設定されたルータ, （3ページ）に、単一の HSRPグループのメン
バとして設定されたルータを示します。

図 1：HSRP グループとして設定されたルータ

ネットワーク上のホストはすべて、仮想ルータの IPアドレス（この場合 1.0.0.3）をデフォルト
ゲートウェイとして使用するように設定されています。
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1つのルータインターフェイスを複数のHSRPグループに属するように設定することもできます。
図 2：複数の HSRPグループのメンバとして設定されたルータ, （4ページ）に、複数の HSRP
グループのメンバとして設定されたルータを示します。

図 2：複数の HSRP グループのメンバとして設定されたルータ

図 2：複数の HSRPグループのメンバとして設定されたルータ, （4ページ）では、ルータ Aの
イーサネットインターフェイス 0は、グループ 1に属します。ルータBのイーサネットインター
フェイス 0は、グループ 1、2、および 3に属します。ルータ Cのイーサネットインターフェイ
ス 0は、グループ 2、ルータ Dのイーサネットインターフェイス 0はグループ 3に属します。グ
ループを作成するときは、部門の編成に従うことをお勧めします。この場合、グループ 1はエン
ジニアリング部門、グループ 2は製造部門、グループ 3は財務部門をサポートします。

ルータ Bは、グループ 1と 2のアクティブルータ、およびグループ 3のスタンバイルータとして
設定されています。ルータ Dは、グループ 3のアクティブルータとして設定されています。何
らかの理由でルータDで障害が発生すると、ルータBがルータDのパケット転送機能を引き継ぐ
ため、財務部門のユーザは引き続き他のサブネット上のデータにアクセスできます。

サブインターフェイスごとに異なる仮想MACアドレス（VMAC）が必要になります。VMAC
は、グループ IDに基づいて決定されます。このため、VMACを明示的に設定する場合を除い
て、設定するサブインターフェイスごとに固有のグループ IDが必要です。

（注）

HSRP と ARP
HSRPグループのルータは、アクティブになると、仮想 IPアドレスと仮想MACアドレスが含ま
れている ARP応答を数多く送信します。このような ARP応答は、スイッチおよびラーニングブ
リッジが自身のポートとMACのマッピングを更新するのに役立ちます。このようなARP応答に
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より、（事前に割り当てられたMACアドレスまたは機能アドレスではなく）インターフェイス
のバーンドインアドレスを仮想MACアドレスとして使用するようにルータを設定できます。こ
れは、仮想 IPアドレスの ARPエントリを更新するための手段となります。インターフェイスが
アップ状態になったときにそのインターフェイスIPアドレスを特定するために送信されるGratuitous
ARP応答と異なり、HSRPルータ ARP応答パケットはパケットヘッダーで仮想MACアドレスを
伝送します。 IPアドレスおよびメディアアドレスの ARPデータフィールドには、仮想 IPアド
レスおよび仮想MACアドレスが含まれています。

プリエンプション

HSRPプリエンプション機能を使用すると、プライオリティの最も高いルータがただちにアクティ
ブルータになることができます。プライオリティはまず設定したプライオリティ値に従って決定

され、次に IPアドレスに従って決定されます。どちらの場合も、値の大きい方がプライオリティ
が高くなります。

プライオリティの高いルータが、プライオリティの低いルータをプリエンプション処理すると、

coupメッセージを送信します。プライオリティの低いアクティブルータが、プライオリティの高
いアクティブルータから coupメッセージまたは helloメッセージを受信すると、スピーク状態に
変わり、resignメッセージを送信します。

ICMP リダイレクトメッセージ
ICMPは、エラーをレポートするためのメッセージパケットや IP処理に関連する他の情報を提供
する、ネットワーク層インターネットプロトコルです。 ICMPは多くの診断機能を備えており、
ホストへのエラーパケットの送信およびリダイレクトが可能です。 HSRPを実行しているとき
は、HSRPグループに属するルータのインターフェイス（または実際の）MACアドレスをホスト
が検出しないようにすることが重要です。 ICMPによってホストがルータの実際のMACアドレ
スへリダイレクトされて、そのルータに障害が発生した場合、ホストからのパケットは消失しま

す。

HSRPが設定されたインターフェイスでは、ICMPリダイレクトメッセージが自動的にイネーブル
になります。この機能は、ネクストホップ IPアドレスが HSRP仮想 IPアドレスに変更されるこ
とのある HSRPで発信 ICMPリダイレクトメッセージをフィルタリングすることによって効果を
発揮します。

ICMPリダイレクトをサポートするために、HSRP経由で redirectメッセージがフィルタリングさ
れます。これにより、ネクストホップ IPアドレスが HSRP仮想アドレスに変更されます。 HSRP
リダイレクトが有効になっていると、HSRPが動作する ICMPインターフェイスはこのフィルタリ
ングを行います。 HSRPは、アドバタイズメントを送信し、実 IPアドレスと仮想 IPアドレスの
マッピングを維持してリダイレクトのフィルタリングを実行することにより、すべてのHSRPルー
タの状況を把握します。
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HSRP の実装方法
ここでは、次のタスクの手順を示します。

HSRP のイネーブル化
hsrp ipv4コマンドは、設定済みのインターフェイスでHSRPをアクティブにします。 IPアドレス
を指定した場合は、IPアドレスがホットスタンバイグループの指定アドレスとして使用されま
す。 IPアドレスが指定されていない場合は、仮想アドレスがアクティブルータから学習されま
す。 HSRPが指定ルータを選択できるようにするには、ホットスタンバイグループ内の少なくと
も 1つのルータに指定アドレスを指定しておくか、またはルータが指定アドレスを学習する必要
があります。アクティブルータ上の指定アドレスを設定すると、常に現在使用されている指定ア

ドレスが上書きされます。

手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. hsrp [group-number] ipv4 [ip-address [secondary]]
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにします。router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
router hsrp

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

特定のインターフェイスでHSRPインターフェイスコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

設定済みのインターフェイスで HSRPをアクティブにします。hsrp [group-number] ipv4 [ip-address
[secondary]]

ステップ 4   

• IPアドレスを指定した場合は、IPアドレスがホットスタン
バイグループの指定アドレスとして使用されます。 IPアド例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
hsrp 1 ipv4

レスが指定されていない場合は、仮想アドレスがアクティブ

ルータから学習されます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 5   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイ
ルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッショ

ンが終了して、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーションセッ

ションは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

HSRP グループの属性の設定
ローカルルータがHSRPに関与する仕組みに影響を与える他のホットスタンバイグループ属性を
設定するには、必要に応じてインターフェイスコンフィギュレーションモードで次の手順を使用

します。
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手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. hsrp [group-number] priority priority
5. hsrp [group-number] track type instance [priority-decrement]
6. hsrp [group-number] preempt [delay seconds]
7. hsrp [group-number] authentication string
8. hsrp use-bia
9. hsrp [group-number] mac-address address
10. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステッ

プ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにします。router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
hsrp

ステッ

プ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステッ

プ 3   

（任意）HSRPプライオリティを設定します。hsrp [group-number] priority priority

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
hsrp priority 100

ステッ

プ 4   • group-numberを指定しないと、設定はルータ上のすべてのHSRP
グループに適用されます。

•割り当てられたプライオリティは、アクティブルータとスタン
バイルータを選択するために使用されます。プリエンプショ

ンがイネーブルである場合は、プライオリティが最高のルータ

が指定されたアクティブルータになります。プライオリティ
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目的コマンドまたはアクション

が等しい場合、プライマリ IPアドレスが比較され、大きい IP
アドレスが優先されます。

•インターフェイスが hsrp trackコマンドによって設定されてい
る場合、デバイス上の別のインターフェイスがダウンすると、

デバイスのプライオリティが動的に変更されることもありま

す。

• hsrp [group-number]preemptコマンドを使用してプリエンプショ
ンをイネーブルにしていない場合、ルータは他のHSRPルータ
よりもプライオリティが高い場合でもアクティブにならないこ

とがあります。

•デフォルトのHSRPプライオリティ値を復元するには、nohsrp
コマンドを使用します。

（任意）他のインターフェイスの可用性に基づいてホットスタンバ

イプライオリティが変わるように、インターフェイスを設定しま

す。

hsrp [group-number] track type instance
[priority-decrement]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
hsrp track TenGigE 0/3/0/1

ステッ

プ 5   

• group-numberを指定しないと、設定はルータ上のすべてのHSRP
グループに適用されます。

•トラッキング対象のインターフェイスがダウンすると、ホット
スタンバイプライオリティが 10だけ減少します。インター
フェイスがトラッキングされていなければ、ステートが変化し

た場合でもホットスタンバイプライオリティに影響すること

はありません。ホットスタンバイ用に設定されたインターフェ

イスごとに、トラッキングするインターフェイスのリストを個

別に設定できます。

•オプションの priority-decrement引数には、トラッキング対象の
インターフェイスがダウンした場合にホットスタンバイプラ

イオリティをどれだけ減らすかを指定します。トラッキング対

象のインターフェイスが再びアップ状態になると、プライオリ

ティは同じ値だけ段階的に増えていきます。

•トラッキング対象の複数のインターフェイスがダウンした場
合、priority-decrement引数が設定されていれば、設定されてい
るプライオリティの減分値が累積されます。トラッキング対象

のインターフェイスがダウンし、どのオブジェクトにもプライ

オリティの減分値が設定されていなければ、デフォルトの減分

値は 10で、累積されます。

•常に最適なルータを使用してパケットが転送されるようにする
には、グループ内のすべてのルータ上でこのコマンドとともに
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目的コマンドまたはアクション

hsrppreemptコマンドを使用する必要があります。hsrppreempt
コマンドを使用しないと、他のHSRPルータの現在のプライオ
リティに関係なく、アクティブルータがアクティブのままにな

ります。

•トラッキングを解除するには、nohsrpコマンドを使用します。

（任意）HSRPプリエンプションとプリエンプション遅延を設定し
ます。

hsrp [group-number] preempt [delay
seconds]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
hsrp preempt

ステッ

プ 6   

• group-numberの値を指定しないと、設定はルータ上のすべての
HSRPグループに適用されます。

• hsrp preemptコマンドでプリエンプションおよびプリエンプ
ション遅延を設定した場合、ローカルルータに現在のアクティ

ブルータよりも高いホットスタンバイプライオリティが設定

されているときには、そのローカルルータはアクティブルー

タとして制御を引き継ごうとします。hsrppreemptコマンドを
設定していない場合、ローカルルータは、（指定ルータとして

機能する）現在アクティブ状態のルータがないことを示す情報

を受信した場合にのみ、アクティブルータとして制御を引き継

ぎます。

•ルータが最初に起動したとき、ルータのルーティングテーブル
は完全ではありません。プリエンプション処理するように設定

されている場合にはアクティブルータになりますが、まだ十分

なルーティング処理はできません。この問題を解決するには、

プリエンプション処理する側のルータが現在アクティブなルー

タを実際にプリエンプション処理するまでの遅延を設定しま

す。

•現在アクティブ状態のルータがない場合は、プリエンプション
の delay secondsの値は適用されません。この場合、ローカル
ルータは、プリエンプション遅延の秒数に関係なく、該当する

タイムアウトが経過したあと（hsrp timersコマンドを参照）、
アクティブになります。

• HSRPプリエンプションおよびプリエンプション遅延値をデフォ
ルトに戻すには、no hsrpコマンドを使用します。

（任意）ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）用の認証ス
トリングを設定します。

hsrp [group-number] authentication string

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
hsrp 1 authentication company1

ステッ

プ 7   

• group-numberの値を指定しないと、設定はルータ上のすべての
HSRPグループに適用されます。
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目的コマンドまたはアクション

•認証ストリングはすべてのHSRPメッセージで暗号化されずに
送信されます。相互運用性を確保するには、LAN上のすべて
のルータおよびアクセスサーバに同じ認証ストリングを設定す

る必要があります。

•認証ストリングが一致しないと、デバイスは、HSRPで設定さ
れた他のルータから、指定されたホットスタンバイ IPアドレ
スおよびホットスタンバイタイマー値を学習できません。

•認証ストリングが一致しないと、あるルータが指定ルータを引
き継ぐというようなプロトコルイベントを回避できません。

•認証ストリングを削除するには、no hsrpコマンドを使用しま
す。

（任意）事前に割り当てられたMACアドレスまたは機能アドレス
ではなく、インターフェイスのバーンドインアドレスを仮想MAC
アドレスとして使用するように、HSRPを設定します。

hsrp use-bia

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
hsrp use-bia

ステッ

プ 8   

•送信元ハードウェアアドレスが機能アドレスに設定されたアド
レス解決プロトコル（ARP）応答を拒否するデバイスがあると
きは、インターフェイスで use-biaコマンドを入力します。

•デフォルトの仮想MACアドレスに戻すには、no hsrp use-bia
コマンドを使用します。

（任意）HSRP用の仮想MACアドレスを指定します。hsrp [group-number] mac-address address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
hsrp 5 mac-address 4000.1000.1060

ステッ

プ 9   • group-number引数の値を指定しないと、設定はルータ上のすべ
ての HSRPグループに適用されます。

•ファーストホップ冗長が仮想MACアドレスを使用できること
に基づき、かつイーサネットスイッチに接続されている PCで
はファーストホップアドレスを変更できない IBMネットワー
ク環境を除いて、このコマンドは推奨しません。

• HSRPを使用すると、エンドステーションで IPルーティング
のファーストホップゲートウェイを見つけるのに役立ちます。

エンドステーションは、デフォルトのゲートウェイで設定され

ます。ただし、HSRPはその他のプロトコルにファーストホッ
プの冗長性を提供できます。拡張分散ネットワーク機能

（APPN）などの一部のプロトコルでは、MACアドレスを使用
して、ルーティングのためにファーストホップを特定します。

この場合、仮想MACアドレスの指定が必要になることがよく
あります。これらのプロトコルにとって仮想 IPアドレスは重
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目的コマンドまたはアクション

要ではありません。仮想MACアドレスを指定するには、hsrp
mac-addressコマンドを使用します。

•ルータがアクティブな場合、指定されたMACアドレスが仮想
MACアドレスとして使用されます。

• hsrp mac-addressコマンドは、特定の APPN設定向けのコマン
ドです。

• APPNネットワークでは、エンドノードは隣接するネットワー
クノードのMACアドレスを使用して設定するのが通常です。
仮想MACアドレスをエンドノードで使用される値に設定する
には、ルータで hsrp mac-addressコマンドを使用します。

•標準の仮想MACアドレス（0000.0C07.ACn）に戻すには、no
hsrp [group-number] mac-addressコマンドを使用します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステッ

プ 10   •• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求さ
れます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイル
に変更が保存され、コンフィギュレーションセッション

が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。
または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが
終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコ
ミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッ
ションが継続します。コンフィギュレーションセッショ

ンは終了せず、設定変更もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコマ
ンドを使用します。
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HSRP アクティベーション遅延の設定
HSRPのアクティベーション遅延は、インターフェイスがアップ状態になったときに、ステート
マシンの起動を遅らせることを目的としています。これにより、ネットワークタイムが安定し、

リンクがアップ状態になったあとの早い段階で不必要に状態が変化するのを防ぐことができます。

手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. hsrp [group-number] ipv4 [ip-address [secondary]]
5. 次のいずれかを実行します。

• hsrp delay [minimum seconds ] [reload seconds]

•

6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスでHSRPインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

設定済みのインターフェイスで HSRPをアクティブにしま
す。

hsrp [group-number] ipv4 [ip-address
[secondary]]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)# hsrp
1 ipv4

ステップ 4   

• IPアドレスを指定した場合は、IPアドレスがホットス
タンバイグループの指定アドレスとして使用されま

す。 IPアドレスが指定されていない場合は、仮想アド
レスがアクティブルータから学習されます。

ネットワークが安定する時間を確保し、リンクの起動後す

ぐに不要な状態変更がないように、インターフェイス起動

次のいずれかを実行します。ステップ 5   

• hsrp delay [minimum seconds ] [reload
seconds] 時にステートマシンの起動を遅らせます。リロード遅延

は、最初のインターフェイス起動イベント後に適用される
•

遅延です。最小遅延は、後続の（インターフェイスがフラッ

プする場合の）インターフェイス起動イベントに適用され

る遅延です。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#hsrp
delay minimum 2 reload 10

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更もコ

ミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。
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ICMP リダイレクトメッセージの HSRP サポートのイネーブル化
デフォルトでは、ICMPリダイレクトメッセージのHSRPフィルタリングは、HSRPが実行されて
いるルータでイネーブルになっています。

ディセーブルになっているこの機能の再イネーブル化をルータに設定するには、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードで hsrp redirectsコマンドを使用します。

手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. hsrp [group-number] ipv4 [ip-address [secondary]]
5. hsrp redirects disable
6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにします。router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスでHSRPインターフェイスコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

設定済みのインターフェイスで HSRPをアクティブにします。hsrp [group-number] ipv4 [ip-address
[secondary]]

ステップ 4   

• IPアドレスを指定した場合は、IPアドレスがホットスタン
バイグループの指定アドレスとして使用されます。 IPアド
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
hsrp 1 ipv4

レスが指定されていない場合は、仮想アドレスがアクティ

ブルータから学習されます。

インターフェイスにホットスタンバイルータプロトコル

（HSRP）が設定されているときに送信する InternetControlMessage
Protocol（ICMP）リダイレクトメッセージを設定します。

hsrp redirects disable

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
hsrp redirects

ステップ 5   

• hsrp redirectsコマンドは、インターフェイスごとに設定で
きます。インターフェイス上で最初に HSRPを設定する場
合、このインターフェイスの設定ではグローバル値を継承

します。 ICMPリダイレクトをインターフェイスで明示的
にディセーブルにしている場合は、グローバルコマンドで

はその機能を再びイネーブルにすることができません。

• hsrp redirectsコマンドがイネーブルである場合、リダイレ
クトパケットのネクストホップアドレスの実 IPアドレス
が仮想 IPアドレスに置き換えられて（それが HSRPに認識
されている場合）、ICMPリダイレクトメッセージがフィ
ルタリングされます。

•デフォルト（ICMPメッセージがイネーブル）に戻すには、
no hsrp redirectsコマンドを使用します。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻りま
す。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。
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目的コマンドまたはアクション

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、コ
ンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

HSRP のマルチグループオプティマイゼーション（MGO）
マルチグループオプティマイゼーションは、多くのサブインターフェイスで構成される配置で制

御トラフィックを削減するためのソリューションです。HSRP制御トラフィックの実行をセッショ
ンの 1つに限ることにより、冗長性要件が同じサブインターフェイスでは制御トラフィックが減
少します。他のすべてのセッションはこのプライマリセッションのスレーブになり、プライマリ

セッションから状態を継承します。

HSRP のカスタマイズ
HSRP動作のカスタマイズは任意です。 HSRPグループをイネーブルにすると、そのグループは
すぐに動作します。

手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp group-no
6. name name
7. address { learn | address}
8. address address secondary
9. authentication string
10. bfd fast-detect
11. mac-address address
12. hsrp group-no slave
13. follow mgo-session-name
14. address ip-address
15. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにし
ます。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスでHSRPインターフェイスコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコ
ンフィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスでHSRPグループコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 1

ステップ 5   

HSRPセッション名を設定します。name name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-gp)#
name s1

ステップ 6   

IPのホットスタンバイプロトコルをイネーブルにしま
す。

address { learn | address}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-gp)#
address learn

ステップ 7   

• IPアドレスを指定した場合は、IPアドレスがホッ
トスタンバイグループの指定アドレスとして使用

されます。IPアドレスが指定されていない場合は、
仮想アドレスがアクティブルータから学習されま

す。
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目的コマンドまたはアクション

ルータのセカンダリ仮想 IPv4アドレスを設定します。address address secondary

例：

ステップ 8   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-gp)#
address 10.20.30.1 secondary

ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）用の認証
ストリングを設定します。

authentication string

例：

ステップ 9   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-gp)#
authentication company1

HSRPインターフェイスで高速の双方向転送検出（BFD）
をイネーブルにします。

bfd fast-detect

例：

ステップ 10   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-gp)#
bfd fast-detect

ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）用の仮想
MACアドレスを指定します。

mac-address address

例：

ステップ 11   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-gp)#
mac-address 4000.1000.1060

特定のインターフェイスでHSRPスレーブコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no slave

例：

ステップ 12   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-gp)#
hsrp 2 slave

指定のグループから状態を継承するようにスレーブグ

ループに指示します。

follow mgo-session-name

例：

ステップ 13   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-slave)#
follow s1
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HSRP の実装
HSRP のマルチグループオプティマイゼーション（MGO）



目的コマンドまたはアクション

スレーブグループ用にプライマリ仮想 IPv4アドレスを
設定します。

address ip-address

例：

ステップ 14   

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-slave)#
address 10.3.2.2

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 15   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよ
うに要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーショ
ンファイルに変更が保存され、コンフィギュまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
レーションセッションが終了して、ルータが

EXECモードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーション
セッションが終了して、ルータが EXECモー
ドに戻ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更

もコミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保
存し、コンフィギュレーションセッションを継続

するには、commitコマンドを使用します。

プライマリ仮想 IPv4 アドレスの設定
IPのホットスタンバイプロトコルをイネーブルにするには、HSRPグループサブモードでaddress
(hsrp)コマンドを使用します。
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HSRP の実装
プライマリ仮想 IPv4 アドレスの設定



手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp group-no
6. address { learn | address}
7. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスでHSRPインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスでHSRPグループコンフィギュレー
ションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 1

ステップ 5   
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HSRP の実装
プライマリ仮想 IPv4 アドレスの設定



目的コマンドまたはアクション

IPのホットスタンバイプロトコルをイネーブルにします。address { learn | address}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
address learn

ステップ 6   

• IPアドレスを指定した場合は、IPアドレスがホットス
タンバイグループの指定アドレスとして使用されま

す。 IPアドレスが指定されていない場合は、仮想アド
レスがアクティブルータから学習されます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 7   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ンセッションが終了して、ルータがEXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレー

ションセッションは終了せず、設定変更もコミッ

トされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

セカンダリ仮想 IPv4 アドレスの設定
ルータのセカンダリ仮想 IPv4アドレスを設定するには、ホットスタンバイルータプロトコル
（HSRP）仮想ルータサブモードで address secondaryコマンドを使用します。
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HSRP の実装
セカンダリ仮想 IPv4 アドレスの設定



手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp group-no
6. address address secondary
7. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスで HSRPグループコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 1

ステップ 5   
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HSRP の実装
セカンダリ仮想 IPv4 アドレスの設定



目的コマンドまたはアクション

ルータのセカンダリ仮想 IPv4アドレスを設定します。address address secondary

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
address 10.20.30.1 secondary

ステップ 6   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 7   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

スレーブフォローの設定

指定のグループから状態を継承するようにスレーブグループに指示するには、HSRPスレーブサ
ブモードモードで slave followコマンドを使用します。
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HSRP の実装
スレーブフォローの設定



手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp group-no slave
6. follow mgo-session-name
7. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスで HSRPスレーブコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no slave

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 2 slave

ステップ 5   
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HSRP の実装
スレーブフォローの設定



目的コマンドまたはアクション

指定のグループから状態を継承するようにスレーブグルー

プに指示します。

follow mgo-session-name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-slave)#
follow m1

ステップ 6   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 7   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

スレーブプライマリ仮想 IPv4 アドレスの設定
スレーブグループのプライマリ仮想 IPv4アドレスを設定するには、HSRPスレーブサブモードで
slave primary virtual IPv4 addressコマンドを使用します。
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HSRP の実装
スレーブプライマリ仮想 IPv4 アドレスの設定



手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp group-no slave
6. address ip-address
7. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスで HSRPスレーブコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no slave

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 2 slave

ステップ 5   
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HSRP の実装
スレーブプライマリ仮想 IPv4 アドレスの設定



目的コマンドまたはアクション

スレーブグループ用にプライマリ仮想 IPv4アドレスを設
定します。

address ip-address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-slave)#
address 10.2.3.2

ステップ 6   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 7   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

スレーブセカンダリ仮想 IPv4 アドレスの設定
スレーブグループのセカンダリ仮想 IPv4アドレスを設定するには、HSRPスレーブサブモードで
slave secondary virtual IPv4 addressコマンドを使用します。
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HSRP の実装
スレーブセカンダリ仮想 IPv4 アドレスの設定



手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp group-no slave
6. address address secondary
7. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスで HSRPスレーブコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no slave

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 2 slave

ステップ 5   

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ IP アドレスおよびサービスコンフィギュ
レーションガイドリリース 4.2    

   OL-26068-01-J 29

HSRP の実装
スレーブセカンダリ仮想 IPv4 アドレスの設定



目的コマンドまたはアクション

ルータのセカンダリ仮想 IPv4アドレスを設定します。address address secondary

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-slave)#
address 10.20.30.1 secondary

ステップ 6   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 7   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

スレーブ仮想 MAC アドレスの設定
スレーブグループの仮想MACアドレスを設定するには、HSRPスレーブサブモードで slavevirtual
mac addressコマンドを使用します。
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HSRP の実装
スレーブ仮想 MAC アドレスの設定



手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp group-no slave
6. mac-address address
7. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスで HSRPスレーブコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no slave

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 2 slave

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

スレーブグループの仮想MACアドレスを設定します。mac-address address

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-slave)#
mac-address 10.20.30

ステップ 6   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 7   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続する

には、commitコマンドを使用します。

HSRP セッション名の設定
HSRPセッション名を設定するには、HSRPグループサブモードで session nameコマンドを使用
します。
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手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp group-no
6. name name
7. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスで HSRPグループコンフィギュ
レーションモードをイネーブルにします。

hsrp group-no

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 1

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

HSRPセッション名を設定します。name name

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
name s1

ステップ 6   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 7   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータが EXECモードに戻
ります。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更も

コミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

HSRP 用 BFD
双方向フォワーディング検出（BFD）は、2つのフォワーディングエンジン間の障害の検出に使
用されるネットワークプロトコルです。 BFDセッションは、非同期モードまたはデマンドモー
ドという 2つのモードのいずれかで動作できます。非同期モードでは、両方のエンドポイントが
互いにhelloパケットを定期的に送信します。これらのパケットを複数回受信しない場合は、セッ
ションがダウンしていると見なされます。デマンドモードでは、helloパケットの交換は必須で
はなく、必要に応じてそれぞれのホストが helloメッセージを送信できます。シスコでは、BFD
非同期モードをサポートしています。
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BFD の利点
• BFDは、1秒未満で障害を検出します。

• BFDでは、すべてのタイプのカプセル化をサポートしています。

• BFDは、特定のルーティングプロトコルに限定されることなく、ほとんどすべてのルーティ
ングプロトコルをサポートします。

BFD プロセス
HSRPは、BFDを使用して、リンク障害を検出し、制御パケットのオーバーヘッドを過度に発生
させることなく、フェールオーバーにかかる時間を短縮します。

HSRPプロセスは、必要に応じてBFDセッションを確立します。BFDセッションがダウンしたと
きは、セッションをモニタしている各スタンバイグループがアクティブ状態に遷移します。

HSRPは、BFDセッションのダウンによって引き起こされたアクティブ状態への遷移後 10秒間、
状態の選択に関与しません。

BFD の設定
HSRPの場合、既存の HSRPインターフェイスサブモードの下で設定が適用されます。HSRPグ
ループごとにBFD高速障害検出が設定可能であり、インターフェイスごとにタイマー（最小イン
ターフェイスと乗数）が設定可能です。BFD高速障害検出は、デフォルトでディセーブルになっ
ています。

BFD のイネーブル化

手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. address-family ipv4
5. hsrp [group number] bfd fast-detect [peer ipv4 ipv4-address interface-type interface-path-id]
6. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにしま
す。

router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスでHSRPインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイスで HSRPアドレスファミリコン
フィギュレーションモードをイネーブルにします。

address-family ipv4

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#
address-family ipv4

ステップ 4   

特定のインターフェイスで高速障害検出をイネーブルにし

ます。

hsrp [group number] bfd fast-detect [peer
ipv4 ipv4-address interface-type
interface-path-id]

ステップ 5   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-ipv4)#
hsrp 1 bfd fast-detect peer ipv4
10.3.5.2 tenGigE 0/3/4/2

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 6   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするよう
に要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
ションセッションが終了して、ルータが EXEC
モードに戻ります。
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目的コマンドまたはアクション

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッ
ションが終了して、ルータがEXECモードに戻り
ます。変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレー
ションセッションが継続します。コンフィギュ

レーションセッションは終了せず、設定変更もコ

ミットされません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存
し、コンフィギュレーションセッションを継続するに

は、commitコマンドを使用します。

BFD タイマー（最小間隔）の変更
最小間隔により、BFDピアへの BFDパケットの送信頻度（ミリ秒単位）が決まります。デフォ
ルトの最小間隔は 15ミリ秒です。

手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. hsrp bfd minimum-interval interval
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにします。router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

最小間隔を指定の間隔に設定します。間隔はミリ秒で、範囲

は 15～ 30000ミリ秒です。
hsrp bfd minimum-interval interval

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#

ステップ 4   

hsrp bfd minimum-interval

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   

• end • endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end ◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
セッションが終了して、ルータがEXECモードに戻
ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。
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BFD タイマー（乗数）の変更
乗数は、ピアが利用不可であると宣言するまでに許容される、BFDピアから連続して紛失される
BFDパケットの数です。デフォルトの乗数は 3です。

手順の概要

1. configure
2. router hsrp
3. interface type interface-path-id
4. hsrp bfd multiplier multiplier
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

HSRPコンフィギュレーションモードをイネーブルにします。router hsrp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router
hsrp

ステップ 2   

特定のインターフェイスで HSRPインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードをイネーブルにします。

interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp)#
interface TenGigE 0/2/0/1

ステップ 3   

値に乗数を設定します。範囲は 2～ 50です。hsrp bfd multiplier multiplier

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-hsrp-if)#

ステップ 4   

hsrp bfd multiplier

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用します。ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように
要求されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーション
ファイルに変更が保存され、コンフィギュレーショまたは

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

ンセッションが終了して、ルータが EXECモード
に戻ります。

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッショ
ンが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。
変更はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーショ
ンセッションが継続します。コンフィギュレーショ

ンセッションは終了せず、設定変更もコミットされ

ません。

•実行コンフィギュレーションファイルに変更を保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、

commitコマンドを使用します。

HSRP のホットリスタート
1つのアクティブグループで HSRPプロセスの障害が発生した場合には、ピア HSRPアクティブ
ルータグループで強制的にフェールオーバーが行われないようにする必要があります。ホット

リスタートはウォーム RPフェールオーバーをサポートしており、ピア HSRPアクティブルータ
グループへの強制的なフェールオーバーは発生しません。

ソフトウェアでの HSRP の実装の設定例
ここでは、次の HSRP設定例について説明します。
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HSRP グループの設定：例
次に、インターフェイスで HSRPをイネーブルにし、HSRPグループ属性を設定する例を示しま
す。

configure
router hsrp
interface TenGigE 0/2/0/1
address-family ipv4
hsrp 1
name s1
address 10.0.0.5
timers 100 200
preempt delay 500
priority 20
track TenGigE 0/2/0/2
authentication company0
use-bia
commit
hsrp 2 slave
follow s1
address 10.3.2.2
commit

複数の HSRP グループ用のルータの設定：例
次に、複数の HSRPグループ用にルータを設定する例を示します。

configure
router hsrp
interface TenGigE 0/2/0/3
address family ipv4
hsrp 1
address 1.0.0.5
priority 20
preempt
authentication sclara
hsrp 2
address 1.0.0.6
priority 110
preempt
authentication mtview
hsrp 3
address 1.0.0.7
preempt
authentication svale
commit

その他の参考資料
ここでは、HSRPの関連資料について説明します。
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関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Modular Quality of Service Command
Reference』の「Quality of Service Commands」

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Modular Quality of Service Configuration
Guide』の「ConfiguringModular Quality of Service
Congestion Management」

クラスベースのトラフィックシェーピング、ト

ラフィックポリシング、低遅延キューイング、

およびModified Deficit Round Robin（MDRR）

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Modular Quality of Service Configuration
Guide』の「Configuring Modular QoS Congestion
Avoidance」

WRED、RED、およびテールドロップ

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router IP Addresses and Services Command
Reference』の「HSRP Commands」

HSRPコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Commands Master List』

マスターコマンドリファレンス

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Getting Started Guide』

スタートアップ資料

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Security Configuration Guide』の
「Configuring AAA Services」

ユーザグループとタスク IDに関する情報

標準および RFC

タイトル標準/RFC

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。
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